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学術大会長挨拶 
県立広島大学保健福祉学部人間福祉学科　金子　努
　広島保健福祉学会　第 11 回学術大会は，「地域包括ケア体制の構築をめざして～医療と介護
の連携とその仕組みづくり～」をテーマに企画致しました。
　私たちの暮らしをめぐる状況は大きく変化してきています。多くの人が住み慣れた地域社会
で暮らし続けたいと願っていますが，現実を見ると厳しいものがあります。そこで政府・厚生
労働省は，住み慣れた地域で暮らし続けることを可能とする仕組みとして地域包括ケア体制を
提唱しました。
　「家族介護から社会的介護へ」をスローガンに掲げた介護保険制度が，2000 年 4 月に施行さ
れ 10 年を経過しました。この間，介護保険制度の抜本的見直しがなされ，各保険者（市町村）
を主体とした地域包括ケア体制の構築が声高に叫ばれるようになりました。厚生労働省は，地
域包括ケアの５つの視点として①医療との連携強化，②介護サービスの充実強化，③予防の推進，
④見守り，配食，買い物など，多様な生活支援サービスの確保や権利擁護など，⑤高齢期になっ
ても住み続けることのできるバリアフリーの高齢者住まいの整備，を挙げていますが，なかで
も医療と介護の連携が喫緊の課題となっています。それは一方で，社会保障構造改革のもとで
医療制度改革が強力に推進されており，医療と介護の連携が待ったなしに求められているから
です。しかしながら現場では，医療と介護の連携が円滑に進んでいるとは言えない状況があり
ます。
　そこで今大会では，医療と介護の連携とその仕組みづくりに焦点を当て検討する企画とした
次第です。まず基調講演では，島根大学法文学部の加川充浩先生に「松江市における地域包括
ケア実践とその課題」と題し，地域包括ケアを推進するための方法と課題についてお話しして
もらいます。松江市の実践の特徴は，地域包括ケアの推進主体に社会福祉協議会が参画してい
るところにあります。
　後半のシンポジウムでは，病院の医療ソーシャルワーカー，地域包括支援センター，居宅介
護支援事業所のケアマネジャーの方々にシンポジストとしてご登壇いただき，現状とそれを踏
まえた問題提起をしていただき，今後の方向を検討します。
　また，研究発表では，３件の調査研究の報告をしていただきます。
　限られた時間ではありますが，参加されたみなさま方から貴重なご意見をいただき活発な議
論がなされることを期待しています。
